
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート 「2024年の経営見通し」③
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃 明治時代の風景 （24）善光寺東方
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善光寺周辺で開催された「長野灯明まつり」に合わせて、平和への祈りを込めた約300基
のLEDランタンが冬の夜空を彩りました。ランタンの本場である台湾やタイの祭りなど
では本当の火を使用して熱気球のように飛ばしますが、最近のランタンはLEDを使用し、
糸を付けて空に浮かべることで安全面や環境面にとても配慮したものに様変わりしてい
ます。このイベントも子どもからお年寄りまで大いに楽しむことができたようです。

長野市城山公園
（長野県立美術館前）

空に浮かぶLEDランタン









●売上高前年比「増加・不変・減少」割合の推移
                                                   　（卸・小売業／％／資料：当金庫）
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業界の市場の将来性　「拡大する」が６％、「縮小
する」が31％、「横ばい」が44％となり、昨年に比べ
「拡大する」は＋１㌽、「縮小する」は▲２㌽となっ
ています
重点的な経営課題　「人材の確保・育成」55％、

「事業の販路・市場拡大」41％、「製品・サービスの
高付加価値化」と「経費削減による収益力強化」が
ともに26％、「新たな収益源の確立」21％、「新たな
仕入先の開拓」13％、「資金調達・資金繰り改善」11
％、「事業継承問題」10％、ここまでが２ケタとなっ
ています。

「業界の市場の将来性をどのように認識してい
るか」を聞きました。
　44％の企業は「市場規模は横ばいで進む」と答え
ていますが、31％の企業が「縮小する」と答え、
「拡大する」は６％に過ぎません。これは昨年に比
べると、「拡大する」が＋１㌽、「横ばい」が▲１
㌽、「縮小する」が▲２㌽となりました。

　従業員規模で見ると、30人未満は30人以上より
「拡大する」が２㌽低く５％、「横ばい」が２㌽低く
44％、「縮小する」が５㌽高く32％です。30人以上
は30人未満より「拡大する」が２㌽高く７％、「横ば
い」が２㌽高く46％、「縮小する」が５㌽低く27％と
なっています。

◇４業種（前年比・全産業比）
　製造業　前年比「拡大」は＋６㌽の10％、「横ば
い」は＋２㌽の47％、「縮小」は▲12㌽の19％とな
り改善しました。「拡大」は他業種に比べ最も高く、
「縮小」は他業種に比べ最も低くなっています。
　建設業  前年比「拡大」は▲３㌽の２％、「横ばい」
は▲５㌽の37％、「縮小」は＋８㌽の42％となり悪
化しました。「縮小」は他業種に比べ最も高く、「拡
大」と「横ばい」はともに他業種に比べ最も低くなっ
ています。
　卸小売業　前年比「拡大」は▲２㌽の５％、「横
ばい」は＋５㌽の44％、「縮小」は＋２㌽の37％と

なり悪化しました。「拡大」と「横ばい」は建設業に
次いで低くなっています。
　サービス業　前年比「拡大」は＋１㌽の５％、
「横ばい」は▲４㌽の51％、「縮小」は▲６㌽の24％
となり悪化しました。「横ばい」は他業種に比べ最
も高くなっています。

　「今後、重点的に取り組みたい経営課題は何か｣
を聞きました。
　上位３項目を見ると「人材の確保・育成」（55％）、
「事業の販路・市場拡大」（41％）、「製品・サービス
の高付加価値化」と「経費削減による収益力強化」
がともに（26％）となっています。
　従業員規模で見ると、30人以上では「人材の確
保・育成」（71％）が22㌽、「製品・サービスの高付
加価値化」（35％）が12㌽、「事業の販路・市場拡大」
（49％）が12㌽、「経費削減による収益力強化」（33
％）が10㌽、「設備投資」（15％）が９㌽、30人未満
より上回っています。30人未満では「新たな収益
源の確立」（24％）が11㌽、「資金調達・資金繰り改
善」（13％）が７㌽、「事業継承問題」（12％）が６㌽、
30人以上より上回っています。

◇４業種（全産業比） 　
　製造業　「事業の販路・市場拡大」「製品・サービ
スの高付加価値化」「経費削減による収益力強化｣
「新規事業分野への参入｣「設備投資｣「事業継承問
題」「ＩＴ化の推進」は他業種に比べ最も高くなって
います。他方「新たな収益源の確立」は他業種に比
べ最も低くなっています。
　建設業　「人材の確保・育成」「新たな仕入先の
開拓」は他業種に比べ最も高くなっています。他
方「製品・サービスの高付加価値化」「資金調達・
資金繰り改善」「設備投資」は他業種に比べ最も低
くなっています。
　卸小売業　「新たな収益源の確立」は他業種に比
べ最も高くなっています。他方「人材の確保・育
成」「経費節減による収益力強化」「新たな仕入先
の開拓」「ＩＴ化の推進」は他業種に比べ最も低くな
っています。
　サービス業　「資金調達・資金繰り改善」は他業
種に比べ最も高くなっています。他方「事業の販
路・市場拡大」「事業継承問題」「新規事業分野への
参入」は他業種に比べ最も低くなっています。
◇次号は「賃上げ｣に関するアンケートを予定　
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業種別                                              
｢人材の確保・育成｣ 建設72％ / 卸小売40％
｢事業の販路・市場拡大」製造52％ / サービス30％
｢製品・サービスの高付加価値化｣ 製造3７％ / 建設12％
｢経費削減による収益力強化」 製造34％ / 卸小売1４％

業界の市場の将来性
「横ばい」 30人以上46％

業種別
製造業が ｢改善｣

重点的な経営課題
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　これは明治14年（1881）に出版された「善光寺長
野町図」の善光寺東方の部分です。右上が北です。
善光寺境内
　現在の境内と違うところを見ていきましょう。
「経堂」（経蔵）の裏に「弁天」が描かれていますが、
現在はありません。本堂北西の「納骨堂」は、現在
は忠霊殿となっています。別の場所に雲上殿を建
てて、そちらを納骨堂としたわけです。
年越堂
　本堂背後の「年越堂」は年神堂で、明治12年（187
9）に善光寺から分離され、城山に「健御名方富命
彦神別神社」（水内大社・城山県社）として移され
ました。しかし建物はまだ残っていて、元々ここ
で行われてきた善光寺の越年の行事だけは引き続
いて行われていたので、「年越堂」と呼ばれたので

（24）善光寺東方

しょう。現在は大本願の墓地となっています。
大仏
　現在は大勧進の門と向き合っているぬれ仏です
が、この図では「釣鐘堂」（鐘楼）の近くに「大仏」
として描かれています。元々は山門の南にありま
したが、明治以後は鐘楼の近くに移転し、さらに
経蔵の近くに移転して、現在の場所に安置された
のは明治27年（1894）のことです。
六地蔵と手水
　「六地蔵」と「手水」は、現在は参道の東側にあり
ますが、ここでは西側に描かれています。手水舎
は、江戸時代からこの図のように西側にありまし
たが、六地蔵は元々東側にありました。ただし現
在と逆で、六地蔵が北側に、ぬれ仏が南側にあり
ました。明治27年の御開帳に合わせて、現在のよ

うな配置に整備されたわけで
す。
芝居小屋
　弘化４年（1847）の善光寺地
震の犠牲者を弔った「地震横
死塚」の近くに「芝居」があり
ます。これは明治６年（1873）
にできた常磐井座です。善光
寺の境内では御開帳などに合
わせて小屋掛けをして、芝居
などが上演されていました
が、初めて常設の芝居小屋が
できたわけです。この劇場
は、やがて現在の長野県立美
術館の西方に三幸座となって
移転しましたが、明治時代の
末には善光寺の北東に移転
し、大正４年（1915）には松代出身の松井須磨子の
公演がありました。
城山公園
　明治14年（1881）のこの図にすでに「城山公園」と
記されているのは、興味深いことです。善光寺東
方の城山は仮寝が岡とも呼ばれ、江戸時代から行
楽の場でした。それまでの毘沙門堂に代わって、
明治12年（1879）に「健御名方富命彦神別神社」（水
内大社・城山県社）がまつられ、明治20（1887）に
は公会堂として利用された城山館が開館し、明治
22年には測候所ができるなど、公共施設も増えて
いきました。
　明治33年（1900）には大正天皇のご結婚を記念し
て城山館の南側に公園が整備され、36年に完成し
ました。明治41年（1808）に城山一帯で一府十県連
合共進会という産業博覧会が開かれ、終了後は一
帯が公園として整備されて、現在に至っています。
連合共進会の貴賓接待館として建てられた蔵春館
は、昭和24年（1949）に焼失し、昭和42年（1967）に
再建されました。
招魂社
　「長野学校」の東に「招魂社」が描かれています。
これは戊辰戦争以来の県内の戦没者をまつった信
濃招魂社で、明治13年（1880）に現在の城山公民館
の南に創建されました。昭和18年（1943）に城山動
物園北の現在地に新築され、移転しました。

勧業場
　「招魂社」の東側に「勧業場」が描かれています。
勧業場は明治12年（1879）に現在の旭町に設置さ
れましたが、それに先立ち城山に試作所を設け、
リンゴの栽培などが行われました。この「勧業場」
は、その試作所でしょう。
伊勢宮
　善光寺本堂の南東に「伊勢宮」が描かれています。
これは東之門町の伊勢社です。伊勢の御師宇治家
（荒木田家）はここに伊勢社をまつり、御旅屋（出
張所）を建てて、ここを拠点に長野周辺を巡って
いました。歴代の御師の中には、著名な国学者荒
木田久老もいました。明治以後は東之門町の産土
神となりました。
湯福川と鐘鋳川
　図の左上から川が、善光寺本堂の裏側（北側）方
面に流れています。これが湯福川で、善光寺の東
側を南下し、「伊勢宮」の西から南に回り込んでい
ます。また図の左下から右に流れる川があります。
これは鐘鋳川で、２本の川は立体交差しています。
湯福川が天然の川なのに対して、鐘鋳川は後に造
られた用水だからです。

４月号は「中野」の予定です。
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年越堂
　本堂背後の「年越堂」は年神堂で、明治12年（187
9）に善光寺から分離され、城山に「健御名方富命
彦神別神社」（水内大社・城山県社）として移され
ました。しかし建物はまだ残っていて、元々ここ
で行われてきた善光寺の越年の行事だけは引き続
いて行われていたので、「年越堂」と呼ばれたので
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経蔵の近くに移転して、現在の場所に安置された
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死塚」の近くに「芝居」があり
ます。これは明治６年（1873）
にできた常磐井座です。善光
寺の境内では御開帳などに合
わせて小屋掛けをして、芝居
などが上演されていました
が、初めて常設の芝居小屋が
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移転しましたが、明治時代の
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城山公園
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方の城山は仮寝が岡とも呼ばれ、江戸時代から行
楽の場でした。それまでの毘沙門堂に代わって、
明治12年（1879）に「健御名方富命彦神別神社」（水
内大社・城山県社）がまつられ、明治20（1887）に
は公会堂として利用された城山館が開館し、明治
22年には測候所ができるなど、公共施設も増えて
いきました。
　明治33年（1900）には大正天皇のご結婚を記念し
て城山館の南側に公園が整備され、36年に完成し
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連合共進会の貴賓接待館として建てられた蔵春館
は、昭和24年（1949）に焼失し、昭和42年（1967）に
再建されました。
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　「長野学校」の東に「招魂社」が描かれています。
これは戊辰戦争以来の県内の戦没者をまつった信
濃招魂社で、明治13年（1880）に現在の城山公民館
の南に創建されました。昭和18年（1943）に城山動
物園北の現在地に新築され、移転しました。

勧業場
　「招魂社」の東側に「勧業場」が描かれています。
勧業場は明治12年（1879）に現在の旭町に設置さ
れましたが、それに先立ち城山に試作所を設け、
リンゴの栽培などが行われました。この「勧業場」
は、その試作所でしょう。
伊勢宮
　善光寺本堂の南東に「伊勢宮」が描かれています。
これは東之門町の伊勢社です。伊勢の御師宇治家
（荒木田家）はここに伊勢社をまつり、御旅屋（出
張所）を建てて、ここを拠点に長野周辺を巡って
いました。歴代の御師の中には、著名な国学者荒
木田久老もいました。明治以後は東之門町の産土
神となりました。
湯福川と鐘鋳川
　図の左上から川が、善光寺本堂の裏側（北側）方
面に流れています。これが湯福川で、善光寺の東
側を南下し、「伊勢宮」の西から南に回り込んでい
ます。また図の左下から右に流れる川があります。
これは鐘鋳川で、２本の川は立体交差しています。
湯福川が天然の川なのに対して、鐘鋳川は後に造
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